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昭和大学での 45 年～藤が丘での 15 年
昭和大学藤が丘病院循環器内科






































































































写真 3　念願の軽井沢合宿で（S48 年 8 月，M6）
女子部員に囲まれて，小生は前列ド真中．














































































ない Parmley Prize っていうのを頂いております．
あとは冠攣縮のガイドライン作りに携わりました
し，その他，春見先生が毎年 200 万ずつ，4 年間，
お金を車両財団から引っ張ってきて頂いて，基礎的
な動物実験をやりました．それから最近の話です
が，日循の第 219 回関東甲信越地方会だとか，第 3



















































































てくる．さらに 12 時間も経つと contoraction band 
necrosis，収縮帯壊死といった所見を呈するように
なります．また，wavefront phenomenon といって，







































こられて，Japanese Coronary Association という
写真 7
写真 8

















































































は，1956 年といいますと，Huxley が sliding theory
といって，電子顕微鏡で観察して筋肉が縮むという





















ら 4 年後の 1988 年に 250 頭のブタの脳から BNP
という心室ホルモン，これは最初，ブタの脳から抽



























がない．ところが BNP はヒトでは 32 個ですが，
種によってアミノ酸の数も配列もものすごく差があ
る．CNPはアミノ酸数22個で皆同じで種差がない．










から pigtail catheter を左室に入れて，大腿静脈か

















（PCWP）が 8から 14 mmHgまで，また右房圧も 4
から 6 mmHg に有意に上がる．こういった血行動






































その血行動態の変化で，PCWPが 8 → 14 に，右房
圧が 4 → 6 mmHg に上昇すると，ANP は 173 → 
798 pg/mL にまで上がる．さらに冠静脈洞にカ




























すが，最初に保健適応になった使用量は 0.1 ～ 0.2γ
という高用量で，投与期間は 48 時間くらいでした．
写真 15　第 10 回世界心臓病学会（Washington DC）で
右端がコメント中のトロント大・de Bald 教授．
写真 14　5C，右端の太い矢印が開口分泌像





















































を最初に報告したのは，1967 年の Likoﬀ で，New 




































































冠静脈洞内に Fiberoptic catheter というのを入れ
て，冠静脈洞は体の中で一番酸素分圧が低いところ



















に染まったのがありました（写真 18）．MVA 25 例
で検討したのですが，MVAでは 25 例中 20 例，8





写真 16　39 歳，男性例の左室生検像（MVA例） 写真 17　MVA例の右室生検像












































の教授で，Kyoto Heart Study で論文を取り下げた
先生で，この 2月に辞職されてしまいましたが，こ
ういった方々がこの賞をもらっておられます．





















































































































写真 23　Parmley Prize 受賞記念撮影（シカゴ・マコー
ミックセンター，女子トイレ前）
写真 24






（インデラル）が発売され，74 年には Ca 拮抗薬の
ニフェジピン（アダラート），88 年に ACE 阻害薬
（レニベース），90 年にARB（ニューロタン）とこ
の 50 年間で著しい進展を遂げて来ました．虚血関
連では，1959 年の Sones 法に始まる選択的冠動脈
造影法が初めて世に出て，67 年には Judkins 法，
そして 77年にはWhite をして 20世紀の cardiology
における最大の進歩であると言わしめた，故Andreas 








易いんです．心拍数が 65 から 85 以上まで，直線的
に死亡率が上がる．65 回 / 分以下が一番長生きす
るんです．これは男でも女でも同じです（写真 
25）．また，本邦の日本データ 80，1980 年の日本の
ものですが，心拍数 60 以下の死亡率を 1とすると，




圧が 135 以下で心拍数が 70 未満を死亡率 1とする
と，血圧だけが高い場合には 1.6 倍，心拍数のみが

































と，Artist というβブロッカーは，つい 10 年ほど
前までは，10 mg 錠と 20 mg 錠としかなかったの
です．今では，0.625 mg 錠という非常に低用量の
錠剤が出ている．心不全の改善に向けての検討で
も，20 mg と 5 mg/ 日でイベント回避率に差がな
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写真 31　第 192 回日循関東甲信越地方会・評議員懇親会後
（新横プリンスホテル，3F）
写真 32　ニコランジル研究会（プログラム委員会）
後列左から 2人目が小生（2013 年 7 月 18 日，東京会館）．
写真 33　 浅野先生（広島のお好み焼屋で，第 6回 JACCT
学術集会，2006 年）
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写真 35　東先生（同じく博多での心不全学会で） 写真 36　佐藤（督）先生（神戸でのCCT2008 で）
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